
 
 

平成 29年７月 10日 
 

公募内容に関する質問及び回答について 

高等教育機関の設置検討調査委託業務に係る質問事項について、次のとおり回答します。 

 

番号 受付日 
募集要領または仕様書の 

該当箇所 
質問内容 回答 

１ 

H29.7.6 仕様書 Ｐ２ 

 「５ 業務内容」の(３) 

 平成28 年度の報告書は貴市において作成された

ものでしょうか。本内容に関して、追加的に調査を

実施することも可能か。もしくは本内容は完全に所

与として進める必要があるのでしょうか。 

 平成 28年度の報告書は本市作成のものです。 

今回、公募しております「高等教育機関の設置検討調査

委託業務（本業務）」において、平成 28年度に実施した可

能性調査に対する追加実施は想定しておりません。本業務

の実施にあっては、平成 28 年度報告書の内容を踏まえ、

仕様書に沿って進めることを前提としております。 

ただし、仕様書「５ 業務内容」の(６)にありますとお

り、高等教育機関の設置実現に向けた検討に対し、仕様書

記載の内容以外で効果的だと考えられるご提案をいただ

くことは、差し支えありません。 

 

番号 受付日 
募集要領または仕様書の 

該当箇所 
質問内容 回答 

２ 

H29.7.6 仕様書 Ｐ２ 

 「５ 業務内容」の(２) 

 現地ヒアリングの旅費に関して、可能な限り縮減

した実施と記載がある。当法人は日本全国に事務所

があるため、調査対象近くの事務所のメンバーをヒ

アリングに同行させ、経費縮減することは可能でし

ょうか。 

 業務遂行にあたって、支社や支店の人員を含めて実施す

ることに差し支えはありませんが、企画提案書、業務実施

体制、経費見積書にあらかじめ記載しておく必要がありま

す。 

 



 
 

 

番号 受付日 
募集要領または仕様書の 

該当箇所 
質問内容 回答 

３ 

H29.7.6 仕様書 Ｐ２ 

「５ 業務内容」の(２) 

 県外5 校、県内3 校程度の選定は受託者が決定す

るのか。もしくは予め現地訪問が望ましい対象を貴

市により想定されているのでしょうか。 

 県外５校、県内３校程度の現地調査ヒアリングにつきま

しては、仕様書「５ 業務内容」の（２）にある、全体調

査の結果を踏まえ、受託者と市の協議により決定したいと

考えております。そのため、現在、市で現地訪問する対象

を決定しておりません。 

 

番号 受付日 
募集要領または仕様書の 

該当箇所 
質問内容 回答 

４ 

H29.7.6 募集要項 Ｐ４ 

「７ 受託者の選定」の (２） 

 プレゼンテーションに時間について、午前中か午

後かなど、おおよその開始目途はございますでしょ

うか。 

 午前中からの開始を予定しております。 

 終了時間や提案者ごとのプレゼンテーション実施時間

につきましては、応募者総数が判明しなければ決定できな

いため、公募締切後のご連絡となります。 

 

 


